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●1918年 5月 7日 軍需工業動員法施行 

平時において、戦時に必要な物資を予想し、戦

時に対応できるよう不足分について諸工業に保

護奨励を与え、戦時には政府がこれらを管理、使

用、収用、徴用することを定めた。 

●1925年 4月 22日 治安維持法 

国体の変革、私有財産制度の否認を目的とした

結社の組織及び参加を禁止した。以後、共産主義

を中心に思想を抑圧。1928 年に最高刑が死刑に

引き上げられ、解釈の拡大が行われた。 

●1931年 4月 1日 重要産業統制法 

この法律は、昭和恐慌下で産業の不安定を克服

するため、重要産業のカルテル（企業連合）化を

強めることを目的として制定され、1936 年には

トラスト（企業合同）を適用対象に追加するなど

内容が強化された。自由競争を国家統制によって

管理する事で成長を促すとした。 

●1937年 3月 30日 「国体の本義」発行 

国体明徴運動の中で編纂され、明治憲法下にお

ける立憲主義の統治理念を公然と否定。神勅や万

世一系が冒頭で強調されており、「天皇は統治權

の主體である」とした。文部省は 30 万部を全国

教育関係者に配布し、市販版は 1943 年には 190

万部に達して聖典化した。 

●1937年 国民貯蓄運動と軍事公債発行 

日中戦争の資金の調達のために「軍事公債（戦

時公債）」が国民に売り出され、また大蔵省は国

民貯蓄奨励局を設置して、貯蓄を奨励する国民貯

蓄運動が始まる。その結果、国家財政に占める軍

事費の割合は、全体の 94%を占め、その財源の大

半が軍事国債であった。 

●軍需産業支援法成立（2023.06.07） 

 防衛産業は国防を担う重要な存在とし、自衛隊

の任務に「不可欠な装備品」をつくる企業と認定

されれば、国内の生産基盤を維持するため、費用

の助成や「国有化」も行う。また殺傷性のある武

器輸出をも解禁。 

●改正組織犯罪処罰法成立（2017.06.15） 

「テロ等準備罪」と称されるこの法律により、

①組織的犯罪集団の構成員が，②特定の犯罪の実

行に関する合意がなされ，③右合意に基づき準備

行為がなされた場合，犯罪が成立し、処罰される。 

●防衛装備移転三原則制定（2014.04.01） 

これまでの武器輸出禁止三原則を変えて①平

和貢献・国際協力 の積極的な推進に資する場合、

②我が国の国家安全保障に資する場合に限り、防

衛装備の 海外移転が可能となった。 

●新教育基本法成立（2006.12.15） 

これまでの教育基本法の全部を改正し、新たに

育成されるべき国民の姿として「道徳教育」「愛

国心」が明記され、教員に対しては「養成と研修」

受けることを規定した。そして「国民全体に対し

直接に責任を負って行われるべきもの」とされて

いた教育行政が、「法律に基づいて行われるべき」

ものとなり、教育への国家統制が規定された。 

●防衛費を建設国債から解禁（2022.12.14） 

 野放図な借金を重ねたことが先の大戦を招い

たとして、国債の発行は禁じられていたが、再び

建設国債から軍事費に充てることにした。借金を

あてにした防衛費の増額に歯止めなくなった。 

●国民保護法成立（2004.06.14） 

武力攻撃事態、武力攻撃予測事態、大規模テロ 

1931 年「一撃で降伏する」として始めた中国侵攻は、しかし 10 年たっても終わらず、国内生活は

日増しに困窮し、ついに活路を南方に求めて米英と開戦するに至る。今再び中国を仮想敵国とする時、

80年前の戦時下にあった戦争遂行に向けた法制度が復活するのではないか、いや実はすでにあるので

はないか。戦前の法と、とりわけ安倍政権以降に成立した法との類似性を比較してみました。 

戦争の戦争による戦争のための政治に NO！ 
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●1937年 4月 5日 防空法公布 

航空機の来襲（空襲）によって生じる危害を防

止し、被害を軽減する事を目的として民間防衛に

関する法律「防空法」が制定され、同年の防空法

施行令で空襲警報の基本規定が置かれた。その結

果、国民には「消防」について退去の禁止と応急

消火義務が規定された。 

●1937年 8月 14日 軍機保護法改正 

 1899 年の法律が全部改正され、軍事機密の対

象範囲が拡大されたほか、刑罰が強化された。治

安維持法と並ぶ弾圧法規の主な一つであり、軍人

だけでなく一般国民も対象として、言論や出版、

旅行、写生、撮影などまでを制限した。 

●1937年 9月～ 臨時軍事費特別会計編成 

この制度は戦争の勃発から終結までを一会計

年度とするものであり、 この制度により一般会

計とは異なり議会のチェックを実質的にはまっ

たく受けることなく、日銀に国債を引き受けさせ

て、戦争の続くかぎり戦費を無尽蔵に調達できる

「打ち出の小槌」となった。 

●1939年 3月 19日 軍用資源秘密保護法 

「スパイ」行為の取締を主なる目標とし、国家

総動員法による人的・物的資源の徴用に関する秘

密事項のうち、軍機保護法の及ばない軍用資源に

関する情報が外国に漏洩することを防ぐ目的で

制定された。 

●1938年 4月 1日 国家総動員法公布 

国家総力戦の遂行のため、議会の承認がなくて

も政府が国家の全ての人的・物的資源を政府が統

制運用できる（総動員）旨を規定した。しかし、

統制の内容は具体的には明示されず、全ては国民

徴用令をはじめとする勅令に委ねられた。 

●1939年 7月 8日 国民徴用令公布 

国家総動員法に基づき国民を強制的に徴用し、

生産に従事させることを定めた。軍需を中心とし

た重要産業における労働力確保を目的とした。 

●1939年 7月～労務動員実施計画決定 

戦時下の労働力不足を補うために、日本政府は

朝鮮から日本の炭坑や鉱山などに労働者を動員

することを計画。動員は次第に強制的なものとな

などに際して、国民の生命・身体・財産を守り、

国民生活等に及ぼす影響を最小にするための、

国・地方公共団体等の責務、避難・救援・武力攻

撃災害への対処等の措置を規定した。またその

際、任に当たる米軍に、土地、家屋を提供し、自

衛隊が燃料や弾丸を提供することを可能とした 

●重要経済安保情報保護法成立（2024.05.10） 

 防衛や外交など 4 分野の情報保全を目的とし

た特定秘密保護法の経済安保版。国が保有する安

全保障に支障を与える恐れがある情報を「重要経

済安保情報」に指定し、これを扱う公務員や民間

企業の従業員、研究者らを対象に身辺調査する制

度を導入した。 

●防衛力財源確保特措法成立（2023.06.16） 

 防衛費を関連予算含めて国内総生産（ＧＤＰ）

比 2％程度に倍増させるため、5 年間で防衛費に

総額約 43 兆円を充てる。そのための財源を確保

するための特別措置を定め、「計画的かつ安定的」

に使えるようにする「防衛力強化資金」を設置。 

●特定秘密保護法成立（2013.12.06） 

漏えいすると国の安全保障に著しい支障を与

える情報を「特定秘密」に指定し、それを取り扱

う人を調査・管理し、それを外部に知らせたり、

外部から知ろうとしたりする人などを処罰する

法律。しかし何が「秘密」かも秘密とされる。 

●緊急事態条項（案） 

総理大臣が「緊急事態」を宣言すれば内閣が法

律と同じ効力を持つ政令を定め、国会の承認は事

後的でよいとする憲法改正案が検討されている。 

●改正地方自治法成立（2024.06.19）  

大規模災害や感染症の大流行などの非常事態

に国が地方に対応を指示できるようにする新た

な「指示権」を設けたが、これを行使する具体例

を示さず、乱用の恐れが指摘されている。 

●改正出入国管理法施行（再改正）（2024.06.10） 

 2019 年に管理局を管理庁に格上げし、国内人

材不足を補うために特定技能という在留資格を

創設した。さらに難民認定の申請手続き中は送還

しない規定を改め、3回目以降は「相当の理由の

ある資料」を提出しなければ強制送還できる。 

 

３ 

戦争の戦争による戦争のための政治に NO！ 



り、1944年には完全な強制になった。 

●1940年 4月 4日 要塞地帯法改正 

要塞地帯法は 1899 年に制定されたが、3 度改

正され、対米英戦準備の緊迫した状況のもとで、

海軍省によって要塞区域が拡張された。これらの

区域では要塞を中心に一定距離内を要塞地帯と

指定され、立入り・撮影・模写・測量・築造物の

変更・地形の改造・樹木の伐採などが禁止もしく

は制限され、罰則をもうけて厳重に保護された。 

●1940年 12月 6日 情報局設置 

 各省庁で行われていた情報・宣伝業務、言論・

報道に対する指導・取締りに関する業務を一元化

して強化するために設置。 

●1941年 3月 7日 国防保安法公布 

すでに軍事上の機密保護に関しては法規が存

在し、軍事以外の事項の機密保護に関しても、出

版法（1893公布）、新聞紙法（1909公布）、国家

総動員法（1938 公布）中の諸規定が存在してい

たが、日中戦争の長期化に伴う戦時体制強化のた

め、政治上の機密事項の漏洩を取り締まることを

目的として制定された。 

●1941年 3月 10日 治安維持法（改正） 

治安維持法は、1925 年に制定され、皇室や私

有財産制度を否定する共産主義活動を取り締ま

るために制定されたが、全面的に改正され、政府

に批判的な言論や活動全体が処罰対象となった。 

また、釈放後も拘禁を可能とする予防拘禁制度

を導入した。 

●1942年 2月 21日 食糧管理法制定 

日中戦争勃発以降、働き手の男性が戦争へ行く

ため、農作物の生産量は減り、朝鮮や台湾からの

輸送の燃料は軍用が優先され、国民生活は米不足

となった。そのため主要食糧の国家管理を強化し、

米穀の配給通帳制度（米穀通帳）を全国で施行。 

●重要土地利用規制法公布（2021.06.23） 

自衛隊の基地など日本の安全保障上、重要な地

域での土地利用を規制する法律。 施設の周囲お

よそ 1キロメートル内や国境近くの離島を「注視

区域」に定め、日本の安保を脅かす土地利用を確

認すれば、所有者に中止を勧告・命令できる。 

●国家安全保障会議（NSC）設置（2013.12.04） 

国家安全保障に関する重要事項および重大緊

急事態への対処を審議するために内閣に置かれ、

主任の大臣および議長は内閣総理大臣で構成さ

れ、緊急に対処する必要があるときは必要な措置

について内閣総理大臣に建議する。 

●経済安全保障推進法成立（2022.05.11） 

 経済活動に関して行われる国家・国民の安全

を害する行為を未然に防止するため、 (1)重要物

資の安定的な供給の確保、(2)基幹インフラ役務の

安定的な提供の確保、(3)先端的な重要技術の開発

支援、(4)軍事技術の特許出願の非公開、などの 4

つの制度を創設。 

●盗聴法改正（再改正）（2019.06.01） 

通信の秘密との関係で、これまでの通信傍受

は、通信業者の立ち合いとその施設で行うことに

なっており、盗聴対象も組織犯罪のみに限定され

ていたが、2016 年の改正で詐欺や窃盗などの一

般犯罪も盗聴対象になり、さらに改正されて警察

施設での盗聴が可能となり、通信業者の立ち合い

が不要になった。 

●食糧安全保障強化法成立（2024.06.14） 

 食料が大幅に不足する予兆があった場合、内閣

総理大臣をトップとする対策本部を設置し、関係

する事業者に、生産や輸入の拡大、出荷や販売の

調整などを要請することができ、従わない場合は

罰金を科す。カロリーの高い作物への生産転換を

要請したり、指示したりすることもできる。 
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技
術
に
お
け
る
優
位
を
最
優
先

課
題
と
し
て
再
編
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
民

主
・
共
和
両
党
の
間
に
基
本
的
な
違
い
は
な
い
し
、
第
２

次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
こ
の
基
本
戦
略
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
米
国
や
同
盟
国
に
お
け
る
ト
ラ
ン
プ
政

権
へ
の
危
惧
は
、こ
の
基
本
戦
略
を
進
め
る
上
で
の
手
法
、

つ
ま
り
米
国
第
一
主
義
、
単
独
行
動
主
義
の
危
う
さ
に
つ

い
て
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。 

 
バ
イ
デ
ン
政
権
の
下
で
は
、「
中
国
の
脅
威
」と
い
う
認

識
に
基
づ
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
へ

の
関
与
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
特
に
岸
田
政
権
の
下
で
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
と
日
本
と
の
軍
事
協
力
が
急
速
に
進
ん
だ
。
２
０

２
２
年
以
来
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
合
に
は
「
イ
ン
ド
太
平

洋
４
ヶ
国
パ
ー
ト
ナ
ー
」（
Ｉ
Ｐ
４
）
と
呼
ば
れ
る
日
本
、

韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
首
脳

も
出
席
し
、
個
別
会
合
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
２

年
の
首
脳
会
合
（
マ
ド
リ
ー
ド
）
で
は
イ
ン
ド
太
平
洋
に

つ
い
て
「
こ
の
地
域
に
お
け
る
発
展
は
欧
州
大
西
洋
地
域

の
安
全
保
障
に
直
接
に
影
響
し
う
る
た
め
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に

と
っ
て
重
要
で
あ
る
」
と
し
て
初
め
て
言
及
さ
れ
た
。
２

０
２
４
年
７
月
の
首
脳
会
合
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
の
宣
言
で

も
「
欧
州
大
西
洋
の
安
全
保
障
に
対
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
継
続
的
な
貢
献
を
歓
迎
す
る
」
こ

と
が
記
さ
れ
、
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
バ
イ
デ
ン
・
岸
田

の
会
談
の
中
で
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
日
米
同
盟
の
連
携
の
一
層

の
深
化
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

今
か
ら
考
え
れ
ば
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
合
に
お
け
る
こ
の

演
出
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
再
登
場
に
よ
る
同
盟
関
係
の
危
機

を
予
感
し
て
い
た
バ
イ
デ
ン
の
置
き
土
産
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。 

 

■
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
軍

艦
が
次
々
と
・
・
・
百
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
？ 

 

欧
州
主
要
国
は
近
年
、
イ
ン
ド
洋
・
太
平
洋
地
域
で
軍

事
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
強
め
、
日
本
へ
の
部
隊
派
遣
や
自

衛
隊
と
の
共
同
訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
昨
年
８
月
に

は
イ
タ
リ
ア
海
軍
の
空
母
「
カ
ブ
ー
ル
」
が
海
上
自
衛
隊

の
横
須
賀
基
地
に
寄
港
。
ド
イ
ツ
海
軍
の
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦

と
補
給
艦
も
東
京
国
際
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
寄
港
、

９
月
に
は
台
湾
海
峡
を
通
過
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国

政
府
は
「
航
行
の
自
由
と
い
う
名
目
で
中
国
の
主
権
と
安

全
を
脅
か
す
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
」
と
抗
議
し
た
。 

 

昨
年
11
月
１
日
に
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
の
「
外
相
戦
略
対
話
」

が
開
催
さ
れ
、
岩
屋
毅
外
相
と
ボ
レ
ル
Ｅ
Ｕ
外
務
・
安
全

保
障
政
策
上
級
代
表
の
間
で
海
洋
安
保
協
力
の
強
化
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
合
意
文
書
「
安
全
保
障
・
防
衛
パ
ー
ト
ナ
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ー
シ
ッ
プ
」
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
文
書
で
は
欧
州
と
イ

ン
ド
洋
・
太
平
洋
地
域
が
地
政
学
上
や
安
保
分
野
で
相
互

依
存
し
て
い
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

局
長
級
に
よ
る
「
安
全
保
障
・
防
衛
対
話
」
を
新
設
し
毎

年
開
催
す
る
こ
と
や
、
自
衛
隊
と
Ｅ
Ｕ
海
軍
部
隊
の
共
同

訓
練
、第
三
国
を
含
む
合
同
演
習
の
実
施
が
合
意
さ
れ
た
。

防
衛
産
業
に
関
す
る
情
報
交
換
を
促
進
し
、
機
密
情
報
の

交
換
を
可
能
に
す
る
情
報
保
護
協
定
に
つ
い
て
「
可
能
性

を
追
求
す
る
」
こ
と
、
軍
事
力
に
偽
情
報
拡
散
な
ど
を
絡

め
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
脅
威
」
へ
の
対
策
や
、
核
軍
縮
・

不
拡
散
の
取
り
組
み
で
連
携
す
る
こ
と
も
合
意
さ
れ
た
。 

 

同
12
月
に
は
来
日
中
の
フ
ラ
ン
ス
海
軍
の
ギ
ヨ
ー

ム
・
パ
ン
ジ
ェ
太
平
洋
管
区
統
合
司
令
官
（
少
将
）
が
「
原

子
力
空
母
シ
ャ
ル
ル
・
ド
ゴ
ー
ル
が
太
平
洋
航
行
を
含
む

任
務
で
本
国
を
出
港
し
、
艦
隊
の
一
部
が
来
年
２
～
３
月

に
日
本
に
寄
港
す
る
」
と
明
ら
か
に
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

空
母
打
撃
群
の
太
平
洋
航
行
は
１
９
６
０
年
代
以
来
で
あ

り
、
イ
ン
ド
洋
で
は
イ
ン
ド
な
ど
と
二
つ
の
合
同
演
習
を

実
施
。
太
平
洋
で
は
日
米
加
豪
４
ヶ
国
と
の
合
同
演
習
に

参
加
す
る
。 

 

ま
た
、
中
谷
元
・
防
衛
相
は
１
月
13
～
16
日
に
英
国

を
訪
問
し
、
ヒ
ー
リ
ー
国
防
相
と
会
談
す
る
。
イ
タ
リ
ア

を
含
め
３
ヶ
国
で
進
め
る
次
期
戦
闘
機
の
共
同
開
発
推
進

な
ど
の
具
体
的
な
連
携
が
協
議
さ
れ
る
。 

 

日
米
豪
印
４
ヶ
国
の
首
脳
・
外
相
に
よ
る
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ（
ク

ア
ッ
ド
）、
豪
英
米
３
カ
国
の
軍
事
同
盟
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
（
オ

ー
カ
ス
）
や
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｉ
Ｐ
４
各
国
間
で
締
結
さ
れ

継
続
的
に
更

新
さ
れ
る
個

別
協
定
、
米

国
と
ス
リ
ラ

ン
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
等
と

の
間
の
軍
事

基
地
提
供
に

関
わ
る
協
定

を
合
わ
せ
て

考
え
れ
ば
、

ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
軍
事
的
緊
張
は
強
ま
る
一
方
で
あ
り
、

偶
発
的
戦
争
や
局
地
的
戦
争
・「
代
理
戦
争
」
に
と
ど
ま
ら

ず
、
核
兵
器
の
使
用
を
含
む
戦
争
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

■
軍
隊
は
人
を
守
ら
な
い
！ 

 
「
抑
止
力
」
理
論
は
現
代
の
カ
ル
ト 

 

「
ア
メ
リ
カ
を
も
う
一
度
偉
大
に
（
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
）」
を
叫

ぶ
極
右
（
フ
ァ
シ
ス
ト
）
政
権
や
、
時
代
錯
誤
の
砲
艦
外

交
に
邁
進
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
中
道
政
権
」
は
、
私
た

ち
の
眼
前
で
日
々
深
刻
化
す
る
悲
惨
な
戦
争
と
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
、
気
候
危
機
や
難
民
問
題
、
国
内
の
貧
困
と
社
会
の

分
裂
を
冷
笑
的
に
看
過
し
、
そ
の
解
決
に
投
じ
る
べ
き
人

や
資
源
を
破
壊
と
殺
戮
の
た
め
に
投
入
す
る
こ
と
で
人
々

の
未
来
を
奪
っ
て
い
る
。「
抑
止
力
」理
論
は
現
代
の
カ
ル

ト
で
あ
り
、
そ
の
支
配
下
で
は
人
々
は
常
に
恐
怖
の
下
で

際
限
な
く
軍
備
を
拡
張
し
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

し
か
し
「
ロ
シ
ア
の
脅
威
」、「
中
国
の
脅
威
」、「
自
由

と
民
主
主
義
の
危
機
」
で
あ
ら
ゆ
る
暴
力
と
偽
善
が
ま
か

り
通
る
時
代
は
終
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
再

登
場
は
米
国
や
同
盟
国
に
と
っ
て
は
深
刻
な
危
機
・
災
禍

で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
諸
国
で
は
む
し
ろ
一

極
支
配
が
終
わ
り
、
多
極
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
一
定
の

独
立
的
な
選
択
の
ス
ペ
ー
ス
を
開
く
も
の
と
し
て
歓
迎
さ

れ
て
い
る
面
も
あ
る
。
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
脱

植
民
地
主
義
の
立
場
か
ら
の
難
民
支
援
や
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
と
の
連
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
本
の
役
割
は
・
・
・
」

と
か
「
日
本
の
指
導
力
が
・
・
・
」
な
ど
と
い
う
議
論
に

付
き
合
う
必
要
は
な
い
。
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

の
砲
艦
外
交
が
時
代
錯
誤
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
「
日
本

が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
指
導
的
役
割
を
」
と
い
う
議
論

自
体
が
時
代
錯
誤
で
あ
り
、
無
反
省
で
あ
る
。
私
た
ち
は

軍
隊
の
「
抑
止
力
」
に
つ
い
て
語
る
の
を
や
め
、
軍
隊
は

人
を
守
ら
な
い
と
い
う
教
訓
を
伝
え
れ
ば
よ
い
だ
け
で
あ

る
。
石
破
政
権
の
下
で
の
改
憲
を
め
ぐ
る
動
き
の
中
で
私

た
ち
は
、
湾
岸
戦
争
以
来
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
「
日
本
が

国
際
的
責
任
を
果
た
す
上
で
自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る

こ
と
が
大
事
だ
」
と
い
う
議
論
の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
て
、

こ
の
原
点
に
立
ち
返
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

６ 
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２
０
２
４
年
11
月
30
日
の
「
石
破
政
権
に
よ
る
改

憲
・
軍
拡
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」
集
会
で
、
憲
法
を
め
ぐ
る
新
局
面

に
つ
い
て
大
江
京
子
弁
護
士
（
東
京
東
部
法
律
事
務
所
）

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
報
告
し
ま
す
。 

(

関
西
共
同
行
動
・
齋
藤
郁
夫) 

 

■
野
党
共
闘
バ
ッ
シ
ン
グ 

 

安
倍
首
相
が
、
期
限
を
切
っ
て
改
憲
の
の
ろ
し
を
あ
げ

た
の
は
、
２
０
１
７
年
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
立
憲
野
党

は
が
ん
ば
っ
て
、
２
０
２
１
年
６
月
ま
で
改
憲
を
阻
止
し

ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
10
月
の
衆
議
院
総
選
挙
で
、
野
党

共
闘
は
思
う
ほ
ど
の
議
席
を
取
れ
ず
、
改
憲
派
は
そ
の
機

会
を
捉
え
て
一
斉
に
野
党
共
闘
バ
ッ
シ
ン
グ
を
始
め
、
国

民
民
主
党
や
維
新
の
会
は
改
憲
を
打
ち
出
し
、
立
憲
民
主

党
・
共
産
党
を
包
囲
。改
憲
の
大
合
唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

（
大
江
さ
ん
は
毎
回
憲
法
調
査
会
を
傍
聴
し
て
い
て
、
そ

の
よ
う
す
は
凄
ま
じ
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。） 

 

■
任
期
延
長
改
憲
か
ら
の
転
換 

 

戦
争
や
自
然
災
害
時
に
対
処
す
る
た
め
、改
憲
５
派（
ジ

ゴ
ク
ニ
イ
コ
ウ
＝
自
・
国
・
維
・
公
と
有
志
の
会
）
は
、

緊
急
時
の
国
会
議
員
任
期
延
長
改
憲
に
狙
い
を
し
ぼ
り
、

攻
勢
に
で
ま
し
た
。
憲
法
審
査
会
で
は
、
与
党
筆
頭
理
事

が
条
文
の
起
草
作
業
に
入
る
提
案
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行

き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
自
民
党
派
閥
の
裏
金
問
題
で
予
期
せ
ぬ
事
態

と
な
り
、
立
憲
民
主
党
の
頑
張
り
も
あ
っ
て
、
22
年
か
ら

24
年
の
通
常
国
会
ま
で
の
２
年
半
、
改
憲
発
議
は
阻
止
さ

れ
ま
し
た
。
国
会
で
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
超
え
て
い

る
崖
っ
ぷ
ち
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
特
筆
す

べ
き
こ
と
で
す
。 

 

実
は
、
あ
れ
ほ
ど
「
現
憲
法
の
規
定
で
は
緊
急
時
の
対

応
期
間
が
70
日
に
限
定
さ
れ
る
」
と
し
て
任
期
延
長
改
憲

を
主
張
し
て
い
た
自
民
党
は
24
年
９
月
、
突
如
と
し
て

「
限
定
さ
れ
な
い
」
と
方
針
転
換
し
ま
す
。
も
と
と
も
参

議
院
憲
法
審
査
会
で
の
自
民
党
は
、
任
期
延
長
改
憲
に
乗

り
気
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
」と

し
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
憲
法
審
査
会
の
審
議
は
何
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
国
民
を
バ
カ
に
し
て
い
ま
す
。 

結
局
、
自
民
党
は
改
憲
の
本
命
、
自
衛
隊
明
記
と
緊
急

事
態
条
項
を
か
か
げ
て
改
憲
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

 ■
憲
法
に
自
衛
隊
明
記
の
意
味 

自
民
党
の
２
０
１
８
年
の
自
衛
隊
明
記
の
改
憲
案
で
は
、

９
条
１
項
お
よ
び
２
項
を
維
持
し
、
さ
ら
に
９
条
の
『
２
』

を
創
設
し
て
、 

「
前
項
の
規
定
は
、
我
が
国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
、

国
お
よ
び
国
民
の
安
全
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
自
衛
の
措

置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ず
、
そ
の
た
め
の
実
力
組
織
と
し

て
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
内
閣
の
首
長
た
る

内
閣
総
理
大
臣
を
再
考
の
指
揮
監
督
者
と
す
る
自
衛
隊
を

保
持
す
る
。
自
衛
隊
の
行
動
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
国
会
の
承
認
そ
の
た
の
統
制
に
服
す
る
。」 

   

【弁
護
士
】 

大
江
京
子
（講
演
録
要
旨
） 

戦争の戦争による戦争のための政治に NO！ 
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と
の
条
項
を
付
加
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
条
文
に
あ
る
【
妨
げ
ず
】
は
、
９
条
２
項
の
無
効

化
を
意
味
し
ま
す
。【
自
衛
の
措
置
】に
は
集
団
的
自
衛
権

が
含
ま
れ
ま
す
。【
国
民
の
安
全
を
保
つ
】に
よ
り
海
外
派

兵
が
可
能
と
な
り
、【
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
】は
、

憲
法
で
自
衛
隊
の
任
務
や
権
限
を
縛
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。 

自
衛
隊
の
明
記
に
は
さ
ら
に
こ
ん
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

自
衛
隊
が
「
戦
力
」
と
し
て
憲
法
で
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
安
保
法
制
も
集
団
的
自
衛
権
も
核
共
有
も
軍
事
法

廷
・
徴
兵
制
・
徴
用
も
合
憲
と
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
基
地

建
設
の
土
地
収
用
も
可
能
と
な
り
、
取
材
の
自
由
も
知
る

権
利
も
制
限
さ
れ
、「
軍
隊
」が
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る

か
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
く
な
り
、
福
祉
国
家(

憲
法
25
条)
の

理
念
は
軍
事
力
増
強
の
必
要
性
の
前
に
無
力
と
な
る
で
し

よ
う
。 

 ■
緊
急
事
態
条
項
と
は 

ま
た
、
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
（
戦
争
・
内
乱
・
恐
慌
・

自
然
大
災
害
な
ど
の
時
）
が
創
設
※
さ
れ
れ
ば
、
立
憲
的

な
憲
法
秩
序
は
一
時
停
止
し
、
非
常
措
置
を
と
る
権
限(

国

会
緊
急
権)

は
行
政
機
関(

内
閣
・
内
閣
総
理
大
臣)

に
委
譲

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
参
考
―
自
民
党
は
、
２
０
１
２
年
に
発
表
し
た
憲
法

改
正
草
案
に
お
い
て
「
緊
急
事
態
条
項
」
を
創
設
し
、「
総

理
大
臣
が
「
緊
急
事
態
」
を
宣
言
す
れ
ば
内
閣
が
法
律
と

同
じ
効
力
を
持
つ
政
令
を
定
め
、
国
会
の
承
認
は
事
後
的

で
よ
い
」
と
し
た
。 

 ■
危
険
な
軍
事
オ
タ
ク
・
石
破
首
相 

石
破
首
相
は
、岸
田
政
権
の
安
全
保
障
政
策
を
賞
賛
し
、

大
軍
拡
を
引
き
継
ぐ
意
思
を
表
明
し
、
憲
法
改
正
に
つ
い

て
は
「
総
理
在
任
中
に
発
議
実
現
」
を
表
明
し
、
裏
金
・

統
一
教
会
問
題
に
は
触
れ
ず
、
就
任
前
に
は
自
ら
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
に
触
れ
ず
、
原
発
再

稼
働
に
前
向
き
で
、
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
め
ざ
し
、
非

核
３
原
則
見
直
し
＝
日
米
核
共
有
を
め
ざ
す
と
し
ま
し
た
。 

か
つ
て
は
日
米
地
位
協
定
を
改
定
し
米
国
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
米
軍
基
地
の
日
米
共
同
使
用
を
提
唱
し
、
軍
事

法
廷
創
設
に
も
言
及
し
て
、
戦
前
色
の
濃
い
自
民
党
憲
法

改
正
草
案
（
２
０
１
２
年
）
作
成
の
中
心
人
物
で
も
あ
り

ま
し
た
。 

 ■
戦
争
は
つ
く
ら
れ
る 

『
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
ま
れ
る
。
人
の
心
の
中
に

平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
』
こ
れ
は
ユ

ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
一
節

で
す
。 

１
９
９
０
年
、
米
国
の

湾
岸
戦
争
参
戦
を
決
定
づ

け
た
の
は
、
連
邦
議
会
で

の
ク
エ
ー
ト
人
少
女
ナ
イ

ラ
の
証
言（「
私
が
働
い
て
い
た
病
院
に
イ
ラ
ク
兵
が
突
然

乱
入
し
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
を
床
に
放
り
出

し
・
・
・
」）
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
証
言
は
、
米
国
の
Ｐ

Ｒ
会
社
の
作
り
話
で
し
た
。 

 ■
新
た
な
危
機
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か 

武
力
に
よ
る
平
和
で
は
な
く
、 

・「
攻
め
ら
れ
な
い
国
に
な
る
」 

・「
隣
国
と
の
信
頼
関
係
を
つ
く
る
」 

・「
非
暴
力
・
非
軍
事
の
貢
献
を
し
て
信
頼
を
得
る
こ
と

に
よ
り
、
こ
の
国
の
平
和
と
安
全
を
守
っ
て
い
く
」
こ
と

が
、
我
々
に
と
っ
て
の
安
全
保
障
の
道
で
す
。 

軍
事
力
増
強
、
軍
事
同
盟
強
化
で
は
永
遠
に
平
和
は
訪

れ
ま
せ
ん
。
憲
法
の
平
和
主
義
に
基
づ
く
平
和
外
交
を
行

う
政
権
を
！ 

８ 

戦争の戦争による戦争のための政治に NO！ 



■
軍
事
大
国
に
向
か
う
日
本 

 
 
 

安
保
法
制
制
定
以
降
、
日
本
の
自
衛
隊
は
、
戦
争
す
る

軍
隊
へ
と
大
き
く
変
質
し
、
こ
の
中
で
、
南
西
諸
島
の
自

衛
隊
配
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
自
衛
の
た
め
の
戦

力
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
の
一
翼
を
担
う
存
在
と

し
て
、
他
国
も
攻
撃
す
る
軍
事
組
織
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
日
米
共
同
軍
事
演
習
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
10
月
23
日
～
11
月
１
日
の
キ
ー
ン
ソ
ー

ド
25
は
、
南
西
諸
島
の
島
々
を
は
じ
め
全
国
の
自
衛
隊
、

在
日
米
軍
施
設
で
実
施
さ
れ
、
加
え
て
一
昨
年
指
定
さ
れ

た
「
特
定
利
用
空
港
・
港
湾
」
36
施
設
も
軍
事
作
戦
に
組

み
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
関
西
で
は
、
経
ケ
岬
通
信
所
で
の

演
習
に
、
福
知
山
市
の
陸
上
自
衛
隊
、
高
島
市
の
偵
察
戦

闘
大
隊
、
八
尾
市
の
第
３
飛
行
隊
な
ど
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
演
習
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
は
じ

め
、
複
数
の
国
が
参
加
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
こ
の
他

日
米
韓
、
日
米
豪
印
、
日
比
な
ど
の
共
同
訓
練
も
行
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
１
月
に
は
大
分
・
日
出
生
台(

ひ
じ
ゅ
う
だ

い)

で
日
英
両
合
同
軍
事
演
習
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
末
の
安
保
三
文
書
、
２
０
２
３
年
６
月
財

源
確
保
法
に
よ
り
、
防
衛
費
は
、
２
０
２
３
年
度
６
兆
８

２
１
９
億
円
、
２
０
２
４
年
度
７
．
９
兆
円
、
２
０
２
５

年
度
８
兆
７
０
０
５
億
円
と
、
予
算
は
年
１
兆
円
ペ
ー
ス

で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
軍
事
費
は
、
２
０
２
４
年

度
の
軍
事
費
ラ
ン
キ
ン
グ
で
世
界
９
位
、
軍
事
力
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
世
界
７
位
に
つ
け
て
い
ま
す
。
24
年
度
予
算
の

時
点
で
、
防
衛
省
単
独
の
経
費
に
海
上
保
安
庁
や
国
連
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
関
係
費
な
ど
を
含
め
れ
ば
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
で
１
．
６
％
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
政
府
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
努
力
目
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
を
目
標
と
し

て
お
り
、
２
０
２
７
年
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
２
％
の
防
衛
費
が
達

成
さ
れ
れ
ば
、
11
兆
円
を
も
上
回
る
巨
大
な
軍
事
国
家
の

誕
生
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

■
南
西
諸
島
で
の
更
な
る
基
地
の
強
化
、
拡
大 

 
 

南
西
諸
島
い
わ
ゆ
る
琉
球
弧
で
は
、
２
０
１
６
年
与
那

国
島
、
２
０
１
９
年
奄
美
大
島
、
宮
古
島
、
２
０
２
３
年

石
垣
島
の
順
に
自
衛
隊
基
地
が
開
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
第
１
列
島
線
の
防
衛
体
制
の
更
な
る
強
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

与
那
国
島
は
、
駐
屯
地
の
東
側
に
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
部

隊
基
地
を
造
成
し
、
更
に
そ
の
東
側
に
有
事
の
利
用
を
念

頭
に
お
い
た
大
き
な
港
湾
施
設
新
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
糸
数
与
那
国
町
長
は
、
台
湾
有
事
を
想
定
し
て
島
外

へ
の
避
難
を
求
め
る
町
民
に
「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
状
況

に
な
っ
た
場
合
は
、
各
町
民
に
給
付
金
を
振
り
込
み
、
各

自
で
な
ん
と
か
生
き
延
び
て
く
れ
と
」
と
の
発
言
も
し
て

い
ま
す
。
島
民
が
島
を
離
れ
、
島
全
体
が
軍
事
基
地
と
な

り
、
硫
黄
島
の
よ
う
に
閉
鎖
さ
れ
た
島
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。 

   

【南
西
諸
島
へ
の
自
衛
隊
配
備
に
反
対
す
る
大
阪
の
会
】 

根
本 

博 

戦争の戦争による戦争のための政治に NO！ 
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石
垣
島
の
駐
屯
地
は
、
現
在
も
工
事
は
進
行
中
で
、
２

０
２
４
年
度
も
、
施
設
拡
大
を
目
論
ん
で
お
り
、
当
初
の

47
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
今
年
度
は
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
取
得
し
、

更
に
21
ヘ
ク
タ
ー
ル
拡
大
す
る
と
い
う
計
画
や
石
垣
島

北
部
で
の
用
地
取
得
の
動
き
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
石
垣

港
が
特
定
空
港
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
に
人

気
の
あ
る
八
重
山
の
離
島
―
竹
富
島
、
西
表
島
、
小
浜
島

な
ど
へ
の
玄
関
口
と
な
る
石
垣
港
は
、
軍
事
利
用
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
、
自
衛
隊
駐
屯
地
開
設
１
周
年
抗
議
の
集
会

で
は
、
司
会
者
が
リ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
発
言
し
て
い
ま
し

た
。
万
一
、
武
力
攻
撃
予
測
自
体
と
な
っ
た
時
、
財
産
を

捨
て
て
、
リ
ュ
ッ
ク
一
つ
で
避
難
で
き
る
の
か
。
住
民
、

観
光
客
合
わ
せ
て
６
万
人
弱
の
人
々
を
無
事
に
避
難
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。石
垣
島
で
は
、更
に
、

電
子
戦
部
隊
が
26
年
に
も
配
備
さ
れ
る
計
画
で
す
。 

 

 

宮
古
島
で
は,

今
年
度
中
に
も
千
代
田
駐
屯
地
に
隣
接

し
た
土
地
に
電
子
戦
部
隊
が
配
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、

保
良
訓
練
所
で
は
３
棟
目
の
弾
薬
庫
の
工
事
も
進
行
中
で

す
。 

 

■
全
国
へ
広
が
る
軍
事
施
設
と
そ
の
連
携 

 
 

琉
球
弧
の
軍
事
化
は
、
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

弾
薬
庫
‐
関
西
に
お
い
て
は
京
都
府
南
部
・
祝
園
駐
屯

地
で
の
弾
薬
庫
８
棟
増
設
の
動
き
（
２
０
２
５
年
度
予
算

で
更
に
６
棟
増
設
計
画
）
へ
の
抗
議
が
地
元
を
含
め
、
関

西
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
防
衛
省
は
、
関
係

自
治
体
に
は
情
報
提
供
す
る
が
、
住
民
説
明
会
を
行
う
予

定
は
な
く
、
火
薬
庫
の
種
類
や
輸
送
等
に
つ
い
て
は
、
防

衛
上
の
観
点
か
ら
質
問
に
も
答
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
政

府
は
、
自
衛
隊
の
継
戦
能
力
を
強
化
す
る
た
め
、
２
０
２

５
年
ま
で
に
全
国
で
新
た
に
約
１
３
０
棟
の
弾
薬
庫
を
整

備
す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、
全
国
各
地
で
の
増
設
が
行

わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
中
で
も
京
都
・
祝
園
と
大
分
市

郊
外
の
敷
戸
弾
薬
庫
の
９
棟
増
設
が
抜
き
ん
出
て
い
ま
す
。

祝
園
に
し
て
も
、敷
戸
に
し
て
も
大
き
な
駐
屯
地
で
す
が
、

祝
園
は
、
学
研
都
市
と
大
阪
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の

精
華
町
、
敷
戸
は
、
県
都
・
大
分
市
南
西
郊
外
の
住
宅
地
。

共
に
、
駐
屯
地
間
近
ま
で
住
宅
地
が
迫
っ
て
い
る
中
で
の

弾
薬
庫
増
設
で
す
。
近
隣
住
民
さ
え
、
危
険
に
さ
ら
し
か

ね
な
い
増
設
が
、
果
た
し
て
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

行
為
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
宮
古
島
で
も
保
良
弾
薬
庫

は
集
落
の
２
０
０
ｍ
程
南
の
地
で
し
た
。
い
ず
れ
の
基
地

で
も
保
安
距
離
が
守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
も
加
入
し

て
い
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
第
58
条
の
軍
民
分
離
の
原
則

に
も
違
反
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。 九

州
で
の
軍
事
基
地
増
設
‐
佐
賀
空
港
で
の
オ
ス
プ
レ

イ
配
備
、
湯
布
院
で
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
特
定
空
港
港
湾

指
定
な
ど
、
九
州
各
地
で
の
軍
事
化
が
進
む
中
で
も
、
鹿

児
島
で
の
動
き
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
す
。
そ
の
最
も
大

規
模
な
軍
事
施
設
が
馬
毛
島
基
地
の
建
設
で
す
。
当
初
硫

黄
島
の
米
軍
Ｆ
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
代
替
施
設
と
し
て
の
馬
毛
島
で

し
た
が
、
米
軍
の
利
用
は
年
間
20
日
程
で
、
日
本
で
最
初

の
陸
海
空
の
自
衛
隊
の
総
合
基
地
建
設
こ
そ
が
そ
の
目
的

で
す
。
種
子
島
に
海
の
幸
を
も
た
ら
し
、
馬
毛
鹿
を
は
じ

め
と
す
る
豊
か
な
生
き
物
た
ち
の
宝
の
島
を
潰
し
て
、
軍

事
基
地
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
奄
美
大
島
、
鹿

屋
、
さ
つ
ま
町
、
特
定
空
港
港
湾
８
施
設
、
軍
事
演
習
地

と
し
て
利
用
さ
れ
た
徳
之
島
な
ど
、
鹿
児
島
で
の
軍
事
関

連
の
動
き
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

広
島
‐
ま
た
、
西
日
本
の
中
で
も
広
島
で
の
基
地
群
は
、
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広
島
湾
を
南
岸
に
東
は
呉
か
ら
広
島
、
廿
日
市
、
西
は
岩

国
市
ま
で
の
エ
リ
ア
に
複
数
の
自
衛
隊
基
地
と
在
日
米
軍

基
地
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
今
、
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
呉
の
日
本
製
鉄
跡
地
を
防
衛
省
が
購
入

し
よ
う
と
し
て
い
る
問
題
で
す
。
防
衛
省
が
購
入
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
呉
の
日
米
両
基
地
を
含
め
、
辺
野
古
の
基

地
よ
り
も
大
き
い
軍
事
施
設
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

海
田
・
佐
世
保
・
岩
国
と
も
連
携
し
た
兵
員
、
弾
薬
、
物

資
供
給
の
巨
大
な
兵
站
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

南
西
諸
島
の
島
々
で
の
自
衛
隊
配
備
、
強
化
と
共
に
、

九
州
各
地
、
広
島
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
、
そ
し
て
関
西

各
地
も
面
的
な
連
携
を
進
め
な
が
ら
自
衛
隊
の
軍
事
拠
点

が
強
化
さ
れ
て
い
る
現
状
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
な
が
ら
、

わ
た
し
た
ち
は
、
戦
争
反
対
、
軍
事
施
設
は
い
ら
な
い
と

の
声
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

           

■
加
速
す
る
戦
争
態
勢
づ
く
り 

 

「
台
湾
有
事
」
を
煽
っ
て
２
０
２
２
年
12
月
の
安
保
３

文
書
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
核
心
は
反
撃
能
力

（
敵
国
攻
撃
能
力
）
で
あ
り
、
そ
れ
が
米
軍
の
指
揮
下
で

運
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

軍
事
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
に
激
増
し
５
年
間
で
43
兆
円

と
し
た
こ
と
で
す
。
２
０
２
４
年
４
月
の
日
米
首
脳
会
談

で
は
、
安
保
３
文
書
の
閣
議
決
定
に
加
え
て
、
米
軍
・
自

衛
隊
の
指
揮
統
制
の
強
化
、
日
米
豪
の
軍
事
同
盟
（
Ａ
Ｕ

Ｋ
Ｕ
Ｓ
）
へ
の
軍
事
協
力
、
ミ
サ
イ
ル
の
共
同
生
産
・
輸

出
の
拡
大
（
日
米
軍
需
産
業
の
連
携
）
、
拡
大
抑
止
（
核
の

傘
）
の
強
化
な
ど
日
米
同
盟
が
歴
史
的
大
変
質
を
遂
げ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
全
国
的
な

戦
争
態
勢
づ
く
り
が
加
速
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
間
、「
南
西
諸
島
」で
の
自
衛
隊
の
配
備
増
強
と
ミ

サ
イ
ル
／
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
建
設
・
強
化
、
ミ
サ
イ
ル
弾

薬
庫
の
建
設
や
基
地
の
強
靭
化
な
ど
全
国
の
自
衛
隊
基
地

の
強
化
、
日
米
合
同
軍
事
演
習
お
よ
び
多
国
間
軍
事
演
習

の
拡
大
、
民
間
空
港
・
港
湾
施
設
の
軍
事
利
用
な
ど
が
推

し
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

沖
縄
・
辺
野
古
で
の
新
基
地
建
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
地

方
自
治
権
を
踏
み
に
じ
る
憲
法
違
反
の
「
国
に
よ
る
代
執

行
」
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
政
府
・
防
衛
省
は
大

浦
湾
側
の
軟
弱
地
盤
の
改
良
工
事
に
本
格
的
に
踏
み
出
し

ま
し
た
。 

 

関
西
に
お
い
て
も
、
祝
園
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
建
設
、
舞

鶴
で
の
イ
ー
ジ
ス
艦
へ
の
ト
マ
ホ
ー
ク
配
備
と
司
令
部
の

地
下
化
、
あ
い
ば
の
演
習
場
で
の
軍
事
演
習
の
強
化
な
ど

戦
争
態
勢
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
２
５
年
の
防
衛
関
係
予
算
案
は
実
に
８
兆
７
０
０

５
億
円
で
す
。
祝
園
で
は
、
８
棟
の
弾
薬
庫
の
計
画
の
そ

の
造
成
工
事
に
も
取
り
掛
か
っ
て
い
な
い
段
階
に
さ
ら
に

６
棟
の
弾
薬
庫
の
増
設
、
舞
鶴
で
も
弾
薬
庫
３
棟
の
増
設

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。防
衛
省
の
概
算
要
求
で
は
、

「
各
種
弾
薬
の
取
得
に
連
動
し
て
、
必
要
と
な
る
火
薬
庫

を
整
備
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
弾
薬
の
取
得
が
急
速
に
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。 

 

■
米
軍
経
ヶ
岬
通
信
所
（Ⅹ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
） 

基
地
の
固
定
化
と
強
化
の
10
年 

   

【米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
反
対
・京
都
連
絡
会
】 

瀧
川
順
朗 
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２
０
０
３
年
12
月
の
日
米
韓
に
よ
る
レ
ー
ダ
ー
情
報

の
即
時
共
有
開
始
、
２
０
２
４
年
５
月
の
土
地
利
用
規
制

法
に
も
と
づ
く
基
地
周
辺
の
「
特
別
注
視
区
域
」
へ
の
指

定
に
よ
る
住
民
監
視
と
反
基
地
運
動
の
抑
圧
・
規
制
に
向

け
た
動
き
、
基
地
の
監
視
カ
メ
ラ
の
増
設
な
ど
、
基
地
の

強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

昨
年
、
日
米
共
同
基
地
警
備
訓
練
は
７
月
実
施
の
後
、

２
度
目
の
訓
練
が
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て

日
米
共
同
統
合
演
習
キ
ー
ン
ソ
ー
ド
25
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
に
は
従
来
参
加
し
て
き
た

自
衛
隊
の
経
ヶ
岬
や
福
知
山
だ
け
で
な
く
、
今
津
（
滋
賀

県
）、
八
尾
（
大
阪
府
）、
信
太
山
（
大
阪
府
）、
姫
路
（
兵

庫
県
）
の
部
隊
な
ど
３
３
０
人
が
参
加
す
る
過
去
最
大
規

模
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
参
加
し
た
自
衛
隊

の
宿
泊
と
駐
車
場
と
し
て
廃
校
と
な
っ
た
旧
宇
川
中
学
校

が
利
用
さ
れ
る
な
ど
民
間
施
設
の
な
し
崩
し
的
な
軍
事
利

用
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

京
丹
後
・
宇
川
の
米
軍Ⅹ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
は
２

０
１
４
年
12
月
に
運
用
が
開
始
さ
れ
て
10
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
宇
川
地
区
で
は
、
10
年
の
間
に
人
口
も
減
り
、

高
齢
化
が
進
み
、空
き
家
も
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
地
域
で
、米
軍
兵
士
は
海
岸
清
掃
、祭
り
、

英
会
話
、
音
楽
会
、
ハ
ロ
ー
ウ
イ
ン
な
ど
に
意
識
的
・
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
人
々
や
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

し
「
良
き
隣
人
」
と
し
て
振
舞
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

米
軍
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
は
、「
地
域
貢
献
」の
た
め
で

は
な
く
、
安
定
し
た
米
軍
駐
留
、
そ
の
た
め
の
住
民
懐
柔

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
軍
事
目
的
に
貫
か
れ
た
も

の
で
す
。
米
軍
は
「
良
き
隣
人
」
で
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
発
電
機
の
使
用
と
騒
音
問
題
、
軍
属
が
集
団
居

住
・
集
団
通
勤
を
し
て
い
な
い
問
題
、
米
軍
関
係
者
の
交

通
事
故
公
表
の
在
り
方
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
米
軍
・
防

衛
省
に
よ
る
住
民
軽
視
と「
約
束
違
反
」は
続
い
て
お
り
、

京
丹
後
市
が
基
地
受
け
入
れ
表
明
の
際
に
提
示
し
た
「
10

条
件
」が
満
た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。 

 

■
各
地
の
闘
い
と
つ
な
が
り
、 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
と
め
よ
う
！ 

 

昨
年
12
月
、
毎
日
新
聞
（
地
方
版
）
で
京
丹
後
の
米
軍

Ⅹ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
建
設
か
ら
10
年
を
検
証
す

る
連
載
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
発
電
機

の
騒
音
被
害
の
深
刻
さ
や
、
住
民
の
要
求
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
米
軍
・
防
衛
省
の
態
度
に
対
す
る
地
元
住
民
の
怒

り
や
不
満
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
宇
川
の
人
々

が
決
し
て
喜
ん
で
米
軍
基
地
を
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
現
状
に
甘
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
示
し
て
い
ま
す
。 

 

今
、
声
を
上
げ
始
め
た
宇
川
の
人
々
と
結
び
つ
き
を
さ

ら
に
強
め
、
安
保
強
化
と
戦
争
態
勢
づ
く
り
を
許
さ
ず
、

Ⅹ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
撤
去
に
向
け
た
闘
い
を
さ
ら
に

大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
関
西
や
、
全
国
で

戦
争
す
る
国
づ
く
り
と
闘
っ
て
い
る
人
々
と
交
流
・
連
帯

し
、
共
同
の
闘
い
を
推
し
進
め
て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ

て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
人
び
と
と
の
連
帯
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。 
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